
今回は、高校生を学習支援ボランティアとして迎え「阿中寺子屋（放課後の自主学習）」

に取り組んだ阿品台中学校、地域の協力により「ふるさと学習（総合的な学習の時間）」に

取り組んだ原小学校の様子をお知らせします。

＜阿品台中学校＞

「勉強が分かるようになりたい」という生徒の思いを後押しする放課後の自主学習教室

「阿中寺子屋」が阿品台中学校で今年度から始まりました。地域ボランティアに加え、新

たに廿日市西高等学校の生徒３名を学習支援ボランティアとして迎えました。学校運営協

議会の場で、地域ボランティアから廿日市西高等学校の校長先生に協力を依頼して、高校

生の学習支援ボランティアが実現しました。

＜原小学校＞

今年度、原小学校は創立１５０周年を迎えました。１１月１２日（日）に開催された

１５０周年記念式典での発表会に向けて、総合的な学習の時間で「ふるさと学習」に取り

組みました。

３年生から６年生までの全児童が縦割りで４つのグループに分かれ、「ふるさと原をもっ

と知ろう！」という共通テーマで学習を進めました。

神楽グループ

地域の方から教わった原に伝わる神楽の歴史や

内容について発表するとともに「花舞」について実

技指導を受け、発表会でその一部を演じました。

伝説グループ

スサノオノミコトに退治された極楽寺蛇の池の大蛇

にまつわる伝説について地域の方から聞き取り、劇に

して発表しました。

人形芝居グループ

広島県無形民俗文化財に指定されている朓楽座

の人形芝居について地域の方から毎週指導を受け

ています。その一部を発表会で演じました。

料理グループ

地元で生産された豚肉や玉子、自分たちで栽培した

サツマイモ、米などを使って原を題材としたオリジナ

ルコース料理を考案し、レシピ等を発表しました。

女性会の方に教わりながら調理しました。

発表会の後、児童の振り返りには、「原のことをたくさ

ん知ることができてうれしかった。」など地域の方への

感謝とふるさと原への思いが多く述べられていました。

また、保護者・地域の方からは、「ふるさと原再発見の発表、とても素晴らしかったです。」

「なるほどそうだったのか！とあらためて原を知ることができました。」「これからも原の

文化を守っていこうね！」などの感想が寄せられました。

廿日市市 &

だより

令和５年１２月

Vol.５

中学校の時に、先生に

教えてもらうことによ

って、苦手だった数学が

分かるようになりまし

た。そのことがきっかけ

で、将来、中学校の数学

の先生になりたいと思

いました。教えるという

経験が将来に生きると

考え、ボランティアに応

募しました。

(高校生ボランティア)

数学が分かるよう

になりたいと思い、

自ら寺小屋で学習す

ることを決めまし

た。丁寧に指導して

もらい、たいへんた

めになります。

(中学生)

参加している生徒は、自らの

意思で主体的に阿中寺小屋での

学習に参加しています。そのた

め、いずれの生徒も「阿中寺子屋

の掟」を遵守し、集中して問題に

取り組んでいました。
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（参考）コミュニティ・スクールについて（山口県教育委員会「地域連携教育」リーフレットより）

山口県教育委員会が、コミュニティ・スクールについて、漫画で分かりやすくまとめています。
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